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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜概要

テーマ｜静岡県焼津市

概 要

駅、焼津PORTERSなど交流拠点のある旧港、観光施設や直売所が集まる新
港を結ぶ拠点交通が不足している静岡県焼津市にて、焼津駅南口３キロ圏内
のコワーキングスペース・飲食店・観光施設・直売所などの拠点をつなぐモビリ
ティーサービスを提供。市外ビジネス客や地元人材との交流の活性化により、新
たな移動需要や街の賑わい創出、イノベーション効果を目指す取り組み。モビリ
ティーとしては、６人乗りグリーンスローモビリティを使用し、特に需要が見込まれる
日は４人乗り車両も稼働させる。配車予約や決済は、焼津市の人口を超える
１６万人以上が登録する焼津市LINE経由で行うが、シニア客向けのコールセ
ンターも補足的に設けた。計３３か所の停留所では、交流を促進するビジネス
セミナーやマルシェ、ワークショップなど４０回近い交流イベントを実施するほか、
７割強の停留所では店主が施設紹介をする「3 minutes Project」により、市内
外の利用者に焼津の魅力を伝える取り組みもあわせて実施。

1. 実施場所：静岡県焼津市 （焼津駅南口の３キロ圏内）
2. 実施期間：2024年1月6日(土)～3月24日(日)全79日間
3. 運行時間：10：00～17：00（12：00～12：30休憩）
4. 実験主体：合同会社うさぎ企画
5. 後援団体：焼津市観光協会、焼津商工会議所、しずおか焼津信用金庫
6. 協力団体：

【車両ラッピング】株式会社ジェイトリム・ジャパン
【車両レンタル】株式会社モビリティワークス
【車両デザイン】兼平あゆみ（massara design works.）
【運行委託】株式会社アンビ・ア タクシー事業部

〇有料乗客数（目標：8人／日）

〇市内外プレイヤーの交流機会を通じた経済効果・事業創発効果

〇駅周辺街づくりへのプラスの影響

〇地元民の行動変容や化学反応

〇昨年度からの改善点（アプリ、車両、交流イベント等の実施効果）

※別途、焼津市役所各部と合意した評価基準により、実装検討可否を判断

（実験終了後に記載）

数年後には、拠点間を結ぶモビリティと交流拠点でのイベントが、市内外プレイ
ヤーの自律的交流を継続して生み出し、様々な事業創発が起こり、さらなるプレ
イヤーの呼び込みと交流連鎖がモビリティ利用者を増加させている。その結果、空
き物件の稼働率と駅周辺の流動量が増加し、既存商店街も活性化している。

実証内容

将来構想

実証実績

検証項目・結果

• ターゲット：①市外ビジネス客 ②観光客 ③地元客（ファミリー、シニア）
• 実施期間：2024年1月6日(土)～3月24日(日)全79日間

ターゲット・実施期間等

• 推進主体：合同会社うさぎ企画
• 協力者：焼津市
• 後援等：焼津市観光協会、焼津商工会議所、しずおか焼津信用金庫

体制
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基礎情報

移動と交流の連鎖が地域を活性化させる「つなモビ」モデル実験

次ページに記載

• 焼津駅、再開発が進む旧港地区、焼津の魅力を味わえる直売所等がある
新港地区を結ぶ拠点間交通がなく、鉄道利用の市外客に街の魅力を伝え
にくい。焼津PORTERSなど交流拠点を整備する中で、市外プレイヤーの焼
津定着度をあげる上では解決したい課題となっている。

• BtoB中心の産業構造であり、コロナ禍を経てBtoCの販路拡大を図りたい中
で、エンドユーザーの声を聴く機会の少ない事業者が多い。モビリティ利用者で
ある市外プレイヤーとの交流を通じたイノベ―ションが期待されている。

名称

地域特性・課題

体制

対象地区

市内33カ所の停留所図

テーマ｜静岡県焼津市
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基礎情報（体制）

テーマ｜静岡県焼津市
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜実証内容計画

テーマ｜静岡県焼津市

①拠点間交通の欠如

・焼津駅、再開発が進む旧港地区、直売所等がある新港地区を結ぶ拠点間
交通がなく、鉄道利用の市外客に街の魅力を伝えにくい。焼津PORTERSなど
交流拠点を整備する中で、市外プレイヤーの焼津定着度をあげる上では解決し
たい課題となっている。

②市外プレイヤーとの交流による地元事業者のイノベーション効果

・BtoB中心の産業構造であり、コロナ禍を経てBtoCの販路拡大を図りたい中で、
エンドユーザーの声を聴く機会の少ない事業者が多い。モビリティ利用者である市
外プレイヤーとの交流を通じたイノベ―ションが期待されている。

背景・目的

実証内容

①市外ビジネス客：タッチポイント：焼津PORTERS等
②観光客：タッチポイントは観光協会
③地元客

・ファミリー層：タッチポイントはターントクルこども館や無料試乗会
・シニア層：タッチポイントは公民館等での市民セミナ－、無料試乗会

対象者・ターゲット層

・2024年1月6日(土)～3月24日(日)の全79日間

※2024年1月6日(土)～26日(金)の21日間は、焼津市の主催事業

駅、焼津PORTERSなど交流拠点のある旧港、観光施設や直売所が集まる新
港を結ぶ拠点交通が不足している静岡県焼津市にて、焼津駅南口３キロ圏内
のコワーキングスペース・飲食店・観光施設・直売所などの拠点をつなぐモビリ
ティーサービスを提供。市外ビジネス客や地元人材との交流の活性化により、新
たな移動需要や街の賑わい創出、イノベーション効果を目指す取り組み。モビリ
ティーとしては、６人乗りグリーンスローモビリティを使用し、特に需要が見込まれる
日は４人乗り車両も稼働させる。配車予約や決済は、焼津市の人口を超える
１６万人以上が登録する焼津市LINE経由で行うが、シニア客向けのコールセ
ンターも補足的に設けた。計３３か所の停留所では、交流を促進するビジネス
セミナーやマルシェ、ワークショップなど４０回近い交流イベントを実施するほか、
７割強の停留所では店主が施設紹介をする「3 minutes Project」により、市内
外の利用者に焼津の魅力を伝える取り組みもあわせて実施。

・実施場所：静岡県焼津市 （焼津駅南口の３キロ圏内）
・実施期間：2024年1月6日(土)～3月24日(日)全79日間
・運行時間：10：00～17：00（12：00～12：30休憩）
・実験主体：合同会社うさぎ企画
・後援団体：焼津市観光協会、焼津商工会議所、しずおか焼津信用金庫
・協力団体：

【車両ラッピング】株式会社ジェイトリム・ジャパン
【車両レンタル】株式会社モビリティワークス
【車両デザイン】兼平あゆみ（massara design works.）
【運行委託】株式会社アンビ・ア タクシー事業部

実証実施内容

実施期間等
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜実証計画時のビジネスモデル・今回の検証範囲

テーマ｜地域名

ビジネスモデル
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜ターゲット層毎へのアプローチ

テーマ｜静岡県焼津市

①市外ビジネス客に向けた展開

ヤマハ発動機クリエイティブ部門の交流会

都内IT企業の幹部交流会市内企業・複業人材向けビジネスセミナー
（自社主催）

試乗会を兼ねたモビリティセミナー
（自社主催）

焼津PORTERSなどの交流拠点を舞台に、市内周遊を絡めたビジネス交流イベントを企画・実施。
他社主催の市外客対象の交流会とも連携し、つなモビを街を知る上での周遊ツールとして活用いただく。
2月中旬以降、「つなモビを活用したイベントを行いたい」と市内企業から打診が相次ぎ、3月に連続実施。
市内企業の既存顧客も利用者として期待できるなど、交流効果以上の実施効果あり。

磐田市街づくり部門によるワークショップ

宇都宮市・復研調査との交流会市内企業実施の他県向けツアー
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「つなモビ」交流イベント一覧
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜ターゲット層毎へのアプローチ

テーマ｜静岡県焼津市

②観光客に向けた展開

駅前観光協会でのポスター・チラシ掲出

◆実験期間中の観光客ニーズは３つに大別される
・港から富士山を見たい（県外観光客は空気の澄んだ冬季に宿泊）
・短時間で効率よく店舗を回りたい（帰京の時間が決まっている）
・焼津の街を回りたいが足が不安（単価の高い旅館へのシニア観光客）

駅前観光協会での動画放映 観光ホテル「松風閣」HPでのバナー掲出

観光協会のつなモビツアー
（3月1日に催行）

◆上記ニーズに対応するため、
・タッチポイントである観光協会の案内力強化（動画放映、スタッフ案内）
・観光客の多い停留所でのPR強化（周遊したい市外客の潜在ニーズ有）
・つなモビによる市内周遊のツアー商品造成（3月1日実施）
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜ターゲット層毎へのアプローチ

テーマ｜静岡県焼津市

③地元客に向けた展開

◆地元客ニーズ

・ファミリー層：土日に子供連れで市内周遊したい
→ターントクルこども館などのタッチポイントでのPR機会（無料試乗会など）

・シニア層：病院や買い物などタクシーのワンメーター以下の移動に使いたい
自主運行バスのダイヤは生活行動にあわず、タクシー利用は高額化

→公民館でのスクールや老人福祉クラブでの説明機会

・共通：地元商店街でのお祭りでのPR機会（無料試乗会など）

‐シニア向け‐
スクールや集会での説明会

‐ファミリー向け‐
地元お祭りでの試乗会

市役所主催のつなモビツアー
（2月と3月で計4日間）

‐シニア向け‐
分かりやすいチラシ折込

‐ファミリー向け‐
ターントクルでの試乗会
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜ターゲット層毎へのアプローチ

テーマ｜静岡県焼津市

シニア向けチラシ（通院にも使える、便利さと安さを訴求。1月に走行範囲6,000世帯に2度折込）
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜人と街をつなぐ車両デザイン
（低速グリスロの特徴を活かした取り組み）

テーマ｜静岡県焼津市

グリスロ車両自体が交流媒介装置となるよう、焼津在住のデザイナーを起用し、車両をラッピングデザイン。
専用キャラクターも考案し、停留所シールやインスタグラムと調和させ、思わず乗りたくなる世界感を醸成。

ラッピング作業 ラッピング完成 目玉の入れ替え 側面へのロゴ入れ（歩行者の視認性）

停留所シール
インスタグラム キーホルダー
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜利用者数とターゲット層

テーマ｜静岡県焼津市

市外ビジネス客

1日1～2組
（目標値3.5人/日）

観光客

1日1～2組
（目標値2.5人/日）

シニアファミリー

地元客
1日1～2組

（目標値2人/日）

停留所店主

平均2.0名平均2.6名

平均3.4名

【利用者数】
・国事業：2024年1月27日-3月24日 計465名/58日間（１日平均8.0名：1名平均2.7ライド）

※焼津市事業合算：2024年1月6日-3月24日 計580名/79日間（1日平均7.3名・1名平均2.7ライド）

・内訳：ビジネス客150名（平均2.6名）、観光客118名（平均2.0名）、地元客197名（平均3.4名）

目標値：1日平均8名
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証計画・結果概要

テーマ｜静岡県焼津市

実施報告

検証項目の検証結果（概要）

検証項目 検証手法 評価 検証結果（概要）

有料乗客数（目標：8人／日） 管理画面で把握できる乗車実態 目標値達成。閑散期かつ強風時期の実験であり、1月～2月は数字が
伸び悩んだ。次回は入込客数の多い秋での実験を再検討したい。

市内外プレイヤーの交流機会を通じた
経済効果・事業創発効果

交流イベントでの定点観測
乗客アンケート
停留所店主からのアンケート

市内回遊の過程で買い回り効果はあり。75名のアンケート結果から〇千
万円の経済効果確認。交流効果については、団体内での創発効果はあ
がりやすかった。市内プレイヤーとの交流効果は限定的。

駅周辺街づくりへのプラスの影響 管理画面で把握できる乗車実態
乗客アンケート

マイカーからつなモビに乗り換えて市内周遊する層も相当数（観光客・地
元客の4分の1）いる。市役所が進めるウォーカブルな街づくりに寄与する。

地元民の行動変容や化学反応 管理画面で把握できる乗車実態
乗客アンケート
停留所からあがってくる意見

上記マイカーからの乗り換え効果。公共交通での日常移動に課題を抱え
るシニア等の市民利用が増加。若年層でも友人同士での利用が増加。

昨年度からの改善点
（アプリ、車両、イベント実施の実施効果）

コールセンターや問合せ内容
アンビアタクシー運転手の感想
イベント有無による乗客数変化

市LINEとアプリ接続したことで市民利用も増え、操作性は大きく改善。車
両環境には改善余地多い。交流イベントは相乗効果を見込めるものとそ
うでないものの差が激しかった。

焼津市役所各部と合意した評価基準（別添） 管理画面で把握できる乗車実態
市役所との評価会議

2024年3月24日の実験終了後に市役所各部と協議して評価を行う。

①方向性の選択⇒ビジネスや観光など市外客の焼津愛着度をあげる手段か、地元客の需要をつかみ短距離移動手段として実装させるか
②車両の選択⇒グリスロによる交流促進効果は確認できたが、実装を目指して地元客の移動を捕まえるなら輸送力あるワゴン車も検討
③走行範囲の選択⇒②と関連し、駅周辺２キロ以内のウォーカブルゾーンを網羅するのか、地元客の移動需要ある周辺地域まで拡大するか
④実装主体者の選択⇒市外客定着化やウォーカブルな街づくりの手段なら行政、地元客の短距離移動として実装させるなら公共交通機関

検証後の課題

△～〇
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マイカーから「つなモビ」への乗換効果（アンケート回答者75名中17名が「観光・日常目的」で来街、つなモビに乗換）

テーマ｜静岡県焼津市

★マイカーからの乗り換え層は、既存交通の利用者とカニバラない、新しい公共交通のマーケットが創造できた
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テーマ｜静岡県焼津市

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜焼津市役所との実装検討基準案
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テーマ｜静岡県焼津市

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜焼津市役所との実装検討基準案

1.2人以上

580名

55％以上

76％

A

B

A

A

3.75 A

今後の「実装検討」に足る実験内容であると、焼津市関係課も評価
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◆市内事業者のイノベーション効果
・実験の結果生まれた新規事業件数
・経営課題解決につながるプレイヤーとの交流事例数とその内容

◆焼津PORTERS等の交流拠点の活性化効果
・異なる主体での主催イベント数
・実施イベントの件数と市内活性化につながる効果事例（右記、調査結果含む）

◆観光事業でのイノベーション効果
・商品開発を目的とした来街者の滞留傾向データの分析成果
・各宿泊施設との連携を通じた、送迎バスに代わる輸送サービス形態の検討

◆駅・内港・外港の賑わい創出による焼津ブランドの価値向上
・駅～駅前商店街～市役所～内港の賑わい創出と中心街への流動創出
・ターントクル、駅前商店街、市役所足湯等の拠点間連携促進の仕掛け
・人間中心のまちづくりの推進（人と車の共生、プレイヤーの魅力発信）

◆新しい公共交通としての可能性検討
・既存の市内デマンド交通の実装指標（次頁）＋上記効果の合算での評価

◆スマートシティ連携（データ基盤や分析ツール「Tableau」）
・データ基盤とAPI連携が実現できた件数／連携できたデータフォルダ数
・分析ツールと連携できた「つなモビ」側データ数

商工 都市 道路 ＤＸ

●

●

● 〇

〇

● 〇

●

〇

●

〇

〇評価方法：５段階評価＋その具体的根拠

★市役所各部の課題解決と連動した、運賃以外の評価指標案

別
途
、
実
験
に
よ
る
経
済
効
果
調
査
を
行
う
（
次
頁
）

＋

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜焼津市役所との実装検討基準案（運賃以外の評価指標）

テーマ｜静岡県焼津市

関係各課

４点／５点

４点／５点

３点／５点

４点／５点

４点／５点
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜経済波及効果調査

テーマ｜静岡県焼津市

経済波及効果分析に関して豊富な実績を有する（一社）政策科学研究所に、本実験による経済波及効果の
算出を依頼。本実験中および実装時（365日運行）の雇用効果・税収効果・定住人口効果も算出いただいた

■焼津市内への経済波及効果

・本実験（79日間）：1,781 万円
・実装後（365 日）：9,242 万円

■経済波及効果に伴う諸効果

・雇用効果
→本実験：5 人

実装後：27 人
・税収効果（焼津市財政）
→本実験：20 万円

実装後：108 万円
・定住人口効果（焼津市内）
→本実験：6 人

実装後：35 人
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜新しい焼津市地域公共交通計画（案）への盛り込み

テーマ｜静岡県焼津市

●本年5月に公表予定の、新しい焼津市地域公共交通
計画（案）に、今後検討すべきモビリティについて、「つなモ
ビ」が盛り込まれた。

●本実験で43%もの地元利用実績があったことを受け、
「今後は、生活交通への活用や、自主運行バス路線の補
完の可能性など検討」の記述部分が追加された。

●従前は市外客向けの新交通として、市の公共交通会議
で位置づけてきたが、高い地元利用実績と効果を鑑みて、
実装を見据え、市民向けの価値も追求する方向性転換を
意味する記述。
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目① 有料乗客数（465名／58日→1日平均8.0人）

◆乗客数【緑】：1月はWS参加のビジネス客が中心⇔2月は観光協会経由の観光客や地元客が中心
◆ビジネス客【黄】：上記と関連して、WS等を開催しないと、恒常的な利用が見込めないのが現状
◆LINE登録者数【青】：市LINEによる広告配信の効果あり。利用者増とも正の相関あり
◆外部要因：雨天・強風等の天候の影響を受ける傾向あり／テレビ露出は利用者増＜基礎認知獲得

市役所ツアー
(2/24-25)

NHK露出
(2/7)

市LINE配信
（2/22)

市LINE配信
（1/11)

市LINE配信
（1/24)

ヤマハWS
(1/19)

自治体WS
(1/23)

市内企業WS
(1/27)

磐田市WS
(1/30)

LINE社×市役所WS
(2/22)

宇都宮市WS
(1/17)

凡例

雨天強風雨天

焼津市事業 経産省事業（～3/24まで）

テレビ露出
(2/20)
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実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目① 有料乗客数（＝1日平均8名）

停留所数の増加、海沿いの停留所需要の多さ、強風対策のカーテン開閉、現金決済の手間など、
時速19キロという走行速度を考えても、輸送能力が限られるため、これ以上の乗客数は物理的に難しい。
1人当たりライド数も平均3回弱、1日平均8名でも30分以上の待ち時間が生じる局面も多々あった。

旅客輸送12分

送迎10分

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

1時間あたり輸送回数上限：3回→1日6.5時間あたり上限 19.5回 ＜ 8名×平均ライド2.7回＝21.6回

旅客輸送12分

送迎10分

旅客輸送12分

＜輸送能力の向上に向けて＞
①車両性能検討（最高速度UP（25キロ程度）、カーテン強度向上、低床化(シニア客の乗降時間短縮)）
②AI機能等の見直し（地理に詳しい運転手の判断でデマンドを見て相乗りさせる方が輸送能力は上がる）

49

27 23
18 17 15

10 8 7 6 6 6

0
10
20
30
40
50
60

降車件数TOP10（N = 242）

降車件数の半数弱が海沿いの停留所

◆主な観光客ニーズ…P9より

・港から富士山を見たい
（県外観光客は空気の澄んだ冬季に宿泊）

・短時間で効率よく店舗を回りたい
（バス停は店舗から離れており不便）

・焼津の街を回りたいが足が不安
（単価の高い旅館へのシニア観光客）

ビジネス層・観光客・地元客で乗降傾向に大差はない
（地元客も日常の足というより「観光目的」で使っているため）

①

②

③
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実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目① 有料乗客数

ビジネス客

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

観光客

地元客

〇：地元客需要は着実に獲得（LINE連携・シニア向けアプローチ・テレビ露出＋乗り放題運賃制）
△：ビジネス客と観光客が想定の7割強

（ビジネス客は市内企業連携が有効、現状での絶対数は多くない。観光客は実験時期も影響か）

目標値内訳 実績

3.5人／日

2.5人／日

2.0人／日

焼津PORTERS利用者、約40本の主催・連携イベント参加者、視察視察者により

2.6人／日
・焼津PORTERS：土日の飲食利用者が中心。平日の会員利用は限定的
・イベント連携：移動需要につながるイベントは限定的⇒内容設計意識（P7）

走行エリア拡大、観光協会との連携強化、宿泊客にあわせた10時運行開始により

2.0人／日
・実験当初3週間は0.9名（告知・認知不足）⇒その後は増加
・観光協会経由での利用者が9割。同所をタッチポイントとした点は正しかった
・観光閑散期であったことも影響。日帰り観光需要も多いことが判明

3.4人／日

走行エリア拡大、焼津市LINE経由での予約配車、電話予約等のシニア対策により

・実験当初3週間は1.5名（告知・認知不足）⇒その後は増加の一途
・LINE連携、シニア向けアプローチが功を奏し、テレビ露出が需要を支える
・日常移動に悩むシニア層には、1日乗り放題600円という運賃も魅力
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目② 市内外プレイヤーの交流機会を通じた経済効果・事業創発効果（前提条件）

【基本方針】市内事業者・店主を停留所として組織、市外客との交流を生む仕掛けを企画（下図）

【検証ポイント】
①交流イベントや停留所周遊を通じて生まれた、市外客との経済効果を含む交流
②市内外プレイヤーの交流機運とその変化、機運醸成で有効だったアプローチ
③グリスロという車両特性と交流促進の相関性はどうだったか？

3 mins Project
（店主の商品説明を通じた市外客交流）

写真

TUNALABOにて
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目② 市内外プレイヤーの交流機会を通じた経済効果・事業創発効果

100年企業数
・県内第3位（食料品製造業が中心）
・静岡県の100年企業数は全国7位

1

食料品をはじめとする製造業の多さが際立つ

（出典：ＲＥＳＡＳ）※ 特化係数が1を超えている作業が全国に比べて特化
（出典：100年企業戦略研究所）

【焼津市の産業特徴】
①食料品をはじめとする製造業が数多く集積、100年企業も64社ある（静岡県内で第3位）
②BtoB企業が主流で、労働集約型の産業が多いこともあり、販路や製造工程等が固定化しやすい

●コロナ禍でBtoC転換を図る企業伴走役として、複業人財など外部人材が定期的に来訪している
●焼津PORTERSなどリノベーション交流拠点も現れ、市内外の人財交流による活性化が期待される

今回の実験テーマとして「モビリティサービスを活用した、市内外の人財交流による活性化」を据えた
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目② 市内外プレイヤーの交流機会を通じた経済効果・事業創発効果

【検証ポイント】 ①交流イベントや停留所周遊を通じて生まれた、市外客との経済効果を含む交流

市内外事業者交流会 街づくりワークショップ

市内外の交流・消費・創発が誘発された内容（P7に加えて）

●誘発されるもの：市外客のツアー要素が必須／交通・街づくり関連の参加者／時間共有によるつながり醸成系
●誘発されないもの：周遊を前提としない／目的性が明確すぎる／多忙な人材が集う内容／マイカー来訪が前提化
●可能性のあるもの：市外客対象の文化体験（街歩きにつながる）／多世代交流のツアー

交流や消費が誘発されなかった内容（今後も可能性は低い）

複業人財活用セミナー モビリティワークショップ 生産工場見学会

交流や消費が誘発される可能性のある内容

フードマルシェ

LINE社×焼津市役所WS高松市スマートシティWS市内つなモビツアー

親子向けツアー
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目② 市内外プレイヤーの交流機会を通じた事業創発効果（代表事例）

浜名湖や磐田市でのグリスロを使った街づくりのブレストに、
ヤマハ発動機・複数部署の社員でつなモビ乗車体験（1月20日）

沢渡あまね氏×ヤマハ発動機WS

①体験後のWSで、浜名湖での走行ルートや対象顧客のイメージが具現化
②WSを主催したビジネス作家・沢渡あまね氏が「体験資産」提唱

（個々の体験を共有することで組織の資産に昇華させる価値のこと）
「体験資産」なる考え方を広めたい・深めたい｜沢渡あまね (note.com)

LINE社企画営業が、焼津市LINE担当部との意見交換を前に、
つなモビ体験を含めた市LINEメニューの体験を行う（2月22日・3月19日）

①担当部から、LINEクーポンの消込機能や当選確率の調整機能を依頼
②スマートシティ部局から、市LINEによる利用者への通知機能開発を依頼
⇒全国級の浸透率を残る同市LINEでの実績を作りたいLINE社が対応中

LINE社×焼津市役所等のWS

キャンピングカーの改装を手掛けるYURT社（焼津PORTERS入居）が、
三島市にあるキャンプ用品レンタルのKEITAN社と交流（3月24日）。

焼津での改装販路を整備するYURT社が、テストマーケテイングも兼ね、
都内客の日帰り需要の多い三島地区での協業を早速検討中

KEITAN社×YURT社の連携交流

https://note.com/amane_sawatari/n/n1f3f9db35a28?fbclid=IwAR0MYGcrsqns1Dja_p10KQ7zt9oUr8Oxllr4crNp3MTxBhCfsaS92ENyQZ4
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目② 市内外プレイヤーの交流機会を通じた経済効果・事業創発効果

【検証ポイント】②市内外プレイヤーの交流機運とその変化、機運醸成で有効だったアプローチ

〇停留所店主とのメーリングリスト作成（連絡事項や依頼事項を発信、相互連携の情報基盤を築いた）
〇テレビ取材で取り上げる店舗の分散化（テレビ露出で店主が能動的に情報発信する機運が高まる）
〇つなモビによる来店予約情報の共有（繁忙期となった3月に実施。店舗の人手不足への配慮）

店主によるつなモビ体験動画拡散 テレビ露出を通じた店主による情報拡散促進

●店主による自主的コミュニケｰションの発生
・足平のyoutubeチャンネルでのつなモビ体験動画の拡散
・角屋による「つなモビを見たら手を振る」活動の開始⇒スローだからこの価値。全店店主に展開依頼済

●停留所「LUSH」からのコミュニティラジオ開局に際する車両協賛オファー
・自主番組聴取とリスナー投稿に適した車両速度に着目したことによる（タクシー会社で協力を得られにくいことも一因）

店主の相互交流により市外客への交流効果をあげたいと考え…



スマートモビリティチャレンジ2023
自動運転レベル4等先進モビリティサービス研究開発・社会実装プロジェクト

29

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目② 市内外プレイヤーの交流機会を通じた経済効果・事業創発効果

【検証ポイント】③グリスロという車両特性と交流促進との相関性はどうだったか？

スローさゆえに乗客同士や街との交流を生みやすい（プロセス重視のイベント内容との親和性が高い）

伝統的な文化体験や買い物周遊など緩い時間消費に向いており、市外客の焼津ファン化には威力あり〇

裏道を通るため、マイカー利用の市民も知らない古い街並みの魅力に気づき、商店との交流を生む

△
風雨に弱く、天候によって敬遠される面は確実にある（港町での風の強い時期での実験だけに）

輸送力のあるワゴン車の方が、日常的な移動課題を抱える地元客を確実に取り込める側面もある

車両特性による交流促進効果が十分確認できた反面、公共交通として見ると機能的課題も複数ある

最高時速19キロと遅く、輸送能力が限られ、地元客の移動需要を満たすには不足する面も（→P20）

スローな価値

車両の弱み

通行人が手を振るなど、スローかつ透明性ある車両特性が見知らぬ人同士の交流を生む要素も大きい
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目② 市内外プレイヤーの交流機会を通じた経済効果・事業創発効果（今後の可能性）

例：神奈川県大磯町・静岡県沼津市

今年5月、焼津PORTERSに宿泊施設が開業。外部ビジネス客の拠点となりモビリティニーズも高まると推察

同時開業するコミュニティスペースの案内機能と連携することで、外部人財の周遊ニーズを喚起できる

他地域での横展開可能性

●市内外客の交流拠点が複数あり、
移住者も増えているが融合に課題

●地元民を含めた短距離移動に課題

●漁港、駅、旧来の商店街が離れている

神奈川県大磯町 静岡県沼津市
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目③ 駅周辺街づくりへのプラスの影響／検証項目④ 地元民の行動変容

平坦で、マイカー率8割、公共交通網もある焼津市中心街での交通課題は顕在化していなかったが、
マイカーからつなモビに乗り換えて中心街を周遊する（P15）など、新しい公共交通の利用層を獲得

全体の45%が、マイカー移動が前提化しているはずの地元客で、利用形態は以下の通り
①特徴あるグリスロ車両にアトラクション感覚で乗車（友人同士のファミリー、女性同士友人、シニア層）

⇒駐車場のある拠点にマイカーを停め、つなモビで中心街を周遊または車で行きにくい店舗へ向かう
②駅3キロ圏に住むシニア層が短距離移動手段として乗車（友人同士、孫との時間、一人暮らし）

⇒買物（歴史ある店舗で贈り物を買う）、食事（小川魚河岸食堂）、病院、気ままに周遊

49
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降車件数TOP10（N = 242）

乗降実績からも、市役所が推進する駅～市役所～旧港～新港のウォーカブルな街づくりへの貢献が確認

ウォーカブルな街づくりゾーン
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目⑤ 昨年度からの改善点（アプリ、車両、交流イベント等の実施効果）

（１）予約アプリ

電子決済
（アプリ内）

現金決済
（車内）

16万人強が登録する焼津市LINE上の専用ボタンから直接予約決済が可能となり、UXは大幅に改善。
利用者の9割近くがLINE経由での利用。現金決済を用意したことでユーザーの心理的安全性も担保。
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実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目⑤ 昨年度からの改善点（アプリ、車両、交流イベント等の実施効果）

（２）車両環境

ラッピングデザインにより車両の魅力が増した一方で、海沿いの走行需要が高く、強風による風除けカーテン
周りの不具合がたびたび発生。運転手や乗客のストレスにつながった。運行委託者や車両メーカーと対応を
重ねたが、そもそもの車両構造に起因する点も多く、次回実験を検討する際の留意事項としたい。

車両の風除けカーテン

プラスチック製のフックを車両下部にかけていた

カーテン鉄製フック

強風で折れたため鉄製フックを新造

カーテンボタン脱落

カーテンが強風で煽られた際による

カーテンレールの断裂

カーテンが強風で煽られた際による

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市
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実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目⑤ 昨年度からの改善点（アプリ、車両、交流イベント等の実施効果）

（３）交流イベント実施による利用需要の喚起

利用需要はイベントの内容次第で、開催＝利用に直結するわけではない（P23～24）。一方で駐車場場
所が限られる駅遠の店舗では、集客力があってもイベントを開催しにくいジレンマを抱えている。それらの店舗と
連携したイベント開催により、市民の定着利用にもつながる利用需要開拓の余地が残されている。

市内企業と東京同友会荒川支部との
交流イベント（「焼津スタディツアー」）

総勢15名が参加。2組に分かれ市内周遊。
3月12日の2回目ツアーでも連携予定。

鰹節工場を併設するやまじゅう増田商店。
毎月鰹節の製造工程見学会を開催中。

3月2日開催のマルシェで連携予定。駐車
場場所が限られ、イベント集客上不安。

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市

地元発祥のスイーツ店「Cheese pige」。
都内にも出店、市外ファンも多い目的施設。

駅遠立地ゆえ集客力が課題でイベントによ
る来店需要を高めたい。3月に連携予定

開催＝利用に直結するイベント 駐車場場所が限られる駅遠の店舗（潜在的な連携先）
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実証実験による検証結果（定量・定性）

検証項目⑤ 昨年度からの改善点（アプリ、車両、交流イベント等の実施効果）

（４）運転手（運行委託：アンビ・アタクシー）

アンビ・アタクシーの運転手は7名（男性4・女性3）でシフトを組んだ。運行時の気づきを台帳に記録、改善
要望を含めた意見交換を当社と毎週行い、着実にサービスレベルを向上。焼津に詳しく観光スポットを提案で
きる強みを活かし、観光客やビジネス客の満足度をあげた。グリスロは低速で、運転技術で差別化できない分、
コミュニケーション力がある運転手を活かして焼津ファンを醸成できるサービス造成の可能性も感じた。

月 火 水 土 日 祝

TUNALABO 新屋食堂 アヤナイ ターントクル 岩崎蒟蒻店 岩崎蒟蒻店 岩崎蒟蒻店

焼津文化センター 御菓子司 角屋 ヤキレイ直売所 ヤキレイ直売所 ヤキレイ直売所

足平蒲鉾 和菓子 ヤマカワ前 ちいさなぱんやさん ちいさなぱんやさん ちいさなぱんやさん（ウメパン）

柳屋本店 maruichi焼津本店 当目大橋・いちまるマルシェ前 当目大橋・いちまるマルシェ前 当目大橋・いちまるマルシェ前

エイトコーヒー マルハチ村松 マルハチ村松

サスエ前田魚店 鰹節 やまじゅう（店外自販機有）

丸又 丸又

サスエ前田魚店

鯖寿司・岩清

寺岡銈吉商店

停留所・定休日リスト

アンビ・ア社の運行台帳（↑）
・運転手の気づきが克明に記されている

運転手用の停留所定休日リスト（→）
・利用者へのサービスアップの一環として

交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果

テーマ｜静岡県焼津市
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜検証結果のまとめ・考察

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果

検証結果を踏まえたまとめ・考察

〇移動×交流の掛け合わせ
・現時点では移動手段によって、市外ビジネス客と市内客の交流誘導は自律的には難しい（能動的活動が必須）
・焼津PORTERSの人財拠点性があがる中で、案内役との連携による市外客周遊ツールとしての可能性はあり
・初来訪の市外ビジネス客には、オンデマンド形態の運行だけではハードルもあり、モデルコース等の設計も必要か。

〇新しい公共交通としての実装化
・利用実績から、地元客の短距離移動手段としてのニーズも十分確認（買物、ちょっとした外出、通院）
・マイカーからの乗り換えニーズが一定程度あり、既存の公共交通にはない新しいマーケット開拓ができた（→P15）
・いかなる方向性でも運賃だけで費用回収は難しく、運賃以外の効果明示による公費投入のロジック整備が必須

①方向性の選択
⇒ビジネスや観光など市外客の焼津愛着度をあげる手段か、地元客の需要をつかみ短距離移動手段として実装させるか

②車両の選択
⇒グリスロによる交流促進効果は確認できたが、実装を目指して地元客の移動を捕まえるなら輸送力あるワゴン車も検討

③走行範囲の選択
⇒②と関連し、駅周辺２キロ以内のウォーカブルゾーンを網羅するのか、地元客の移動需要ある周辺地域まで拡大するか

④実装主体者の選択
⇒市外客定着化やウォーカブルな街づくりの手段なら行政主体、地元の短距離移動として実装させるなら公共交通機関

＋
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜収支モデル

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果

収支モデル①

【公共交通として実装させる場合】
循環バスの置換が現実的⇒従前の運行経費微減＋運賃以外効果の積み上げ が必須
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜収支モデル

テーマ｜静岡県焼津市

実証実験による検証結果

収支モデル②

【関係人口定着に向けたサービスとする場合】
運行赤字（運賃収入ー運行経費）＜運賃以外の効果 の状態が必須

運賃収入

運行経費

運行赤字
運賃以外の
経済効果等
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交流型モビリティ「つなモビ」実験｜今年度実証の課題と次年度以降の方針

テーマ｜静岡県焼津市

実現したい事項
（今年度の実証を踏まえた課題） 実現の方向性 実現に向けた課題 今後の検証方針

方向性の確定 ・市役所各部との協議
・公費獲得に向けたロジック
・既存公共交通とのすみわけ

・実験終了後に市役所と協議

収入および交流効果の拡大
・固定客として見込むべき
対象市民アンケートの実施

（シニア層通院や子の送迎等）

・近距離移動でバッティングする
タクシーや既存バスとのすみわけ

・交流効果拡大に向けた関係各部
との連携や仕組み作り

・既存交通とすみわけ可能な
範囲での最大収入の算出

・重視すべき交流効果とその
ターゲットの明確化

輸送力向上による収入拡大
にむけた車両・走行範囲検討

・交流効果も高めうる魅力ある
ワゴン車の設計検討

・旅館送迎サービス統合による
マネタイズの検討

・既存公共交通とのすみわけ
・交流効果につながる車内空間設計

・固定客として見込むべき
対象市民に加えて
観光客等へのアンケート

・公共交通としての実装か、
市政策と連動した交流促進か
方向・目的の明確化に尽きる

・運賃だけでのマネタイズが難しい中
  での公費注入含めたスキーム作り
・実装者と運営者を分けて議論と、
達成目的に応じた責任の明確化

・継続実験により妥当性検証想定実装主体者の仮置き
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